
〔寄生虫学雑誌第30巻第１号15-22頁，１９８１，２.〕

Tルノαこれγ肋αｃｓｉ幼虫の中間宿主，

終宿主内における発育
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加納六郎

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ｔｈｅｍｚｉａ７ｈｏ此si，larvaldevelopment，intermediatehost

で発育するという考えだけでは説明できなくなった．

Vilagiova（1967）は，Ｍα”"'""αJｉｓにＴ・アノioaesi

を実験的に感染させ，室温でハエを飼育すると28～32日

で感染幼虫にまで発育する．また，北野（1968ａ，ｂ）

は,ＭルァUeiに感染させたＴ､γ/ｔｏ此siやＴ・Ｓたびα6伽

の幼虫は，１７～18日で第三期幼虫にまで発育すると報告

している．これらの報告には，感染させたハエの雌雄，

また飼育温度差による発育速度については,不明である．

我々は，累代飼育したノイエバエにＴ、γhoCZesi幼虫

を実験的に感染させ，２０，２５，３０Ｃの各温度での発育速

度と眼虫幼虫のノイエバエ体内での発育形態，性差によ

る感染率のちがい，終宿主における発育を検討した．本

論文は，それらの結果をまとめたものである．

ＴＭａｚｉａ属眼虫は，哺乳動物の結膜嚢内に主として

寄生し，眼虫症の原因となる線虫類である．これらは，

世界の熱帯から寒帯にかけて広く分布し，なかでも，牛

に寄生するＴ、７－/io`esi，Ｔ・Ｓﾉb:ﾉ､6〃，Ｔ、ｇ"JCSαの３

種についての報告は多い（Corba，1968)．わが国の牛に

もこの３種が寄生し，これらのうちＴ・ｍｏａｅｓｉが広く

各地に分布している（宮本ら，1967ｂ，1973,1975)．

牛に寄生するこれらの眼虫は，世界各地でイエバエ属

のMiZscαα〃cα，Ｍ；α"zzJm"αZis，ＭＢ６ｅｚｚｉｉ，ＭＢ

Ｃ。"Uez栃o"s，MMomeszica，ＭルァＭ，ＭルァUi‐

Pαγα，Ｍｚｅ”ｅｓｚｉＵａ,ＭＵｉｃ/"α，肌倣r秒e""ｉｓの1ｏ

種により媒介され（Stoffolano，1970)，わが国では，ク

ロイエバエ（Ｍ此ｚＺ"）とノイエパエ（Ｍ比γUei）の

２種が中間宿主となることが明らかにされた（宮本，

1965；宮本ら，1965,1967ｂ，1973,1975；Shinonaga

eZaZ.，1974)．

これまでの中間宿主体内における眼虫幼虫の発育形態

に関する研究は，各流行地で採集したＭα"、"z"α/is，

Ｍ６ｅ率だ，Ｍ此「てﾉei，ＭｍｒＵｉｐαγαなどから得られ

た幼虫について行われている（Klesov,１９４９；宮本ら，

1967ａ)．Krastin（1950）は，Ｍα〃Ｃａに摂取された

眼虫の幼虫は，卵巣濾胞（ovarianfollicle）内に侵入

して発育するものと考えた.しかし,その後Ｔ､ｇ"JCSαの

幼虫がＭα"〃,""αZｉｓの雄から検出され（Vilagiova，

1962)，また肌ルパ'αの雄からも発見された（宮本

ら，１９７３；ShinonagaeZaZ.，1974）ことから，濾胞内

実験材料および方法

材料

１．眼虫幼虫：感染実験に用いたＴ・ｒｈｏａｅＳｉの幼虫

は，牛結膜嚢内をイルリガートルを用いて生理食塩水で

洗糠して，流出した成熟雌成虫を同定後解剖し，子宮内

に充満している幼虫を使用した．

２．ノイエパエ：千葉市の畜産試験場内で，牛糞より

成熟した幼虫を集め羽化，または牛体や牛糞に飛来する

成虫を採集し，新鮮な牛糞に産卵させた．実験に供した

ハエは得られた幼虫をコロニーとして２～３代累代飼育

を行ない，以降蛎から羽化４日目の成虫雌雄各100個体

を１群とした３群である．成虫の飼育は，金網ケージ

(30×30×30ｃｍ）を用い，餌として５％砂糖液，牛乳，

2.5％プレイン・ハート・インフユージョンをそれぞれ

脱脂綿に浸漬して与えた．これらの餌と産卵の場の牛糞

は１日おきに交換した．

この研究は，昭和４８年度文部省科学研究費補助金に

よって行った．

東京医科歯科大学医学部医動物学教室

＊現住所：旭川医科大学寄生虫学教室
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３．牛：終宿主への感染実験は，冬季ハエのいない時

期に洗眼して，眼虫寄生の認められてない和牛２頭を用

いた．

方法

１．ハエへの感染：Ｔ､γ/io`eSi幼虫は大型ホールスラ

イド（75×40×６ｍｍ）に滴下した0.5ｍｌの生理食塩水

中に浮遊させてハエに摂取させた．各群のハエは，実験

４時間前に各餌をとり出して空腹にした．

感染後各群のハエは，それぞれ一定温度の`恒温器内で

飼育した．２０Ｃ群は１５，２０，２５，４０，５０，６０日，２５Ｃ群

は１５，２０，２５日，３０Ｃ群は，２，４，６，８，１０，１２，

１３，１４，１５日に最低10個体（雄５，雌５）を解剖して幼

虫の形態とその数を記録することを原則とした．

２．牛への感染：２５Ｃで飼育した眼虫幼虫感染ノイエ

バエを実験地へ運び，牛へ感染直前にハエを解剖して感

染型幼虫を取り出し，各牛の片眼に運動の認められる５０

匹の幼虫を注入した感染後10および20日目に各１頭の

眼を洗糠して虫体の回収を試みた．

かを室内において実験感染により解明を試みた(宮本ら，

1973)．その結果，２０Ｃ群は雄4.9％，雌5.1％；２５Ｃ群

は雄33.8％，雌42.5％；３０Ｃ群は雄31.6％，雌31.6％

で，雌雄とも感染率はほとんど同様の成績であった．こ

のことから，自然界での感染率の相違は，雌成虫が牛体

に集まり涙を舐食する性質が強く，眼虫幼虫をとりこむ

機会が多いことを示唆するものと考える．また，宮本ら

(1973)，ShinonagaeZaJ．（1974）が報告したごとく，

眼虫幼虫は雌の卵巣濾胞内でのみ発育するというＫｒas‐

tiｎ（1950）の報告は，雄腹腔内での場合説明できなくな

った.Vilagiova（1962）は，流行地で採集したＭα"

〃、"α/ｉｓの雄からＴ､ｇ"JCSα幼虫を検出した．この場

合，幼虫は脂肪組織内で発育すると述べているが，今回

著者らはこのことを確認できなかった．

２．ノイエパエ体内での幼虫発育形態

Ｔ、γ/iocJes／の発育段階ごとの形態は，Figsl～６に

示したとおりである．胎生のロデシア眼虫成熟雌虫より

得られた幼虫は，体長約0.225ｍｍ，体幅約０．００５ｍｍで

頭端部が膨隆し，その頭頂部が凹凸運動をする．体幅は

尾部に向ってしだいに細くなり，無鞘のミクロフィラリ

アに類似し（Fig.１），生理食塩水中での運動は緩慢で

ある．結膜嚢内寄生の成虫は，この幼虫を涙液中に産出

し，ハエが涙液を舐食時，ともに体内へ摂取される．我

々は，この幼虫をミクロテラジア（microthelazia）とよ

ぶことを提唱する．この幼虫をノイエバエに摂取させ，

30Ｃの温度条件下におくと，腸管から腹腔に出た６日目

に体幅は増加するが（0.023～0.045ｍｍ)，体長はわずか

に短縮して（0.190～0.203ｍｍ)，糸状虫におけるソーセ

ージ型幼虫の形態に類似する．この幼虫には，頭頂部に

小さな切れ込みが現われ，尾部にはアンプル状の空)砲が

結果および考察

１．ハエの性別と感染率

これまで野外で採集したノイエバエ又はクロイエバエ

の眼虫幼虫感染率については，北海道静内２．０％，東京

都三宅島0.5％，東京都青梅0.3％，千葉市7.4％，宮崎

県小林０．６％などの報告がみられる（宮本，１９６５；宮本

ら,1965；1967ａ；１９７３；1975)．これらはすべて雌成虫

より幼虫を検出した例である．しかし,千葉市でノイエバ

エ雄0.4％（3/771）に寄生が認められ（宮本ら，1973)，

Vilagiova（1962）の報告を確認した．この流行地にお

けるハエ雌雄による感染率の相違が`性差に原因するもの

（１６）
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Ｉ，Ⅱ，Ⅲ期に分けている．著者らは前記の感染実験

で,直接脱皮は観察していないが,幼虫の形態と発育速度

から，Klesovの第１期幼虫はソーセージ型幼虫（Figs、

２，３）に,第Ⅱ期幼虫は前感染型幼虫（Fig.４）に,第

Ⅲ期幼虫が感染型幼虫（Figs、５，６）にそれぞれ相当

するものと考えた．宮本ら（1967ａ）は，野外で採集し

たハエから分離した感染型幼虫は，成虫の特徴をもち，

同定可能であると述べてきたが，本実験でも確実に同定

できることを再確認した．

３．幼虫の発育におよぼす温度の影響

ハエを飼育する温度と，幼虫の発育との関係を各期幼

虫検出数で比較した（Fig.８)．１，２項で述べたごと

く，ハエの性差による感染率・発育形態に相違が認めら

れなかったため，雌雄ハエから検出された幼虫を併せて

報告する．

雌雄各100個体を１群とする３群のハエにＴ・ｍＭｅｓｉ

幼虫を与え，２０，２５，３０Ｃの各温度で飼育し，２０Ｃ群は

１５日目から５日ごとに25日目まで，あとは１０日ごとにハ

エがすべて死亡するまで解剖して幼虫を検査した．２５Ｃ

群も15日目から５日ごとに25日目まで，３０Ｃ群は２日お

きに12日目までと，１３～15日目までは毎日雌雄各５個体

を解剖して幼虫を検出した．解剖は，実体顕微鏡下で行

い，ハエの頭，胸，腹部別にみつかった眼虫幼虫の数と

発育期を記録した．

２０Ｃ群では，２５日目までソーセージ型幼虫が検出され

たが，６０日後においても，感染型幼虫にまで発育せず，

前感染型のままであった．

２５Ｃ群では，１５日後に腹部から感染型幼虫が検出され

たが，大多数は，前感染型で腹部にとどまっていた．し

かし，２０日後には，感染型幼虫が頭部からも検出される

ようになり，２５日後には，すべての幼虫が感染型にまで

発育していた．

３０Ｃ群では，１２日目で頭部に感染型幼虫が出現する

が,１４日後でもソーセージ型,前感染型も同時にみられ，

ばらつきが大きかった．しかし，１５日後には，ほとんど

の幼虫が感染型となり，その幼虫は頭部に移行してい

た．

Ｏｍｏｒｉ（1958）は，パンクロフト糸状虫の幼虫が，中

間宿主であるアカイエカ体内で発育するには，１８Ｃ以上

の温度が必要で，発育零点の理論値は14.6Ｃであると報

告している．この報告では，２０Ｃの温度で幼虫が第Ⅲ期

幼虫にまで発育するには，２６日用いているが，眼虫は６０

日後も，感染幼虫まで発育しなかった．このことは，ロ

デシア眼虫の方が，バンクロフト糸状虫よりも中間宿主

ＷＢ．
.Ｂ，Ｌ Ｌ ０．

５．０
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0.3
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Ｆｉｇ．７Growthcurveofthelazianlarvae

inMZLscaルァｕｅｉｒｅａｒｅｄｉｎ３０Ｃ．

形成され,尾端には小さな突起が認められる（Figs､２，

３）．最初の脱皮はこの頃に起こるものと考える．この

幼虫は，８日目には体長，体幅ともに著しく発育し，体

長約0.950ｍｍ，体幅約0.100ｍｍとなり，ソーセージ型

に比べて体長で約５倍，体幅で約２倍に成長，口腔，食

道,消化管が明瞭に区別され前感染型幼虫となる（Fig.

４）．この時期の幼虫は，腹腔内で被袋し，薄い袋に包

まれている．第２回目の脱皮はこの時期に行なわれるも

のと推定するこの袋はマルピギー管や脂肪体に付着し

て，幼虫は袋の中で次第に成長する．１２日目には，体長

5.212ｍｍ，体幅0.158ｍｍ，食道長0.338ｍｍとなり，体

表には横条線がみられる．生殖器は未発育であるが，成

虫の特徴を備え，同定も可能な感染型幼虫となる．この

幼虫は，袋中で活発に運動し，更に袋を破って脱出する

のが観察された（Figs、５，６）．本幼虫の発育は，ノイ

エバエ雌雄により差異は認められなかった．また，１２～

14日目の幼虫は牛眼より回収される幼虫の形態と一致す

るため，この頃の幼虫は感染力を持つものと推測する．

また，各検査日ごとの幼虫発育速度を平均値で表わす

と，段階的発育が行なわれていることが判明した（Fig.

７）．

Klesov（1949）は，ハエ体内のＴ・ｍＭｅｓｉ幼虫を
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体内での発育最低温度が高いことを示唆するものと考え

る．

４．終宿主への感染実験

ノイエバエ体内で実験感染により，感染型に発育させ

た眼虫幼虫を牛２頭に感染させ，１０日および20日後に各

牛から得られた虫体の計測値をTable2に示した．感染

後10日目で，雌雄の生殖器が発達し成虫となっていた

これを宮本（1965）が三宅島でで牛眼より得た眼虫の

成虫の計測値と比較すると，雄の体長は１０日間で約２

倍に成長して２匹とも10.75ｍｍになっているが，三

宅島の牛眼から得られたものでは,18匹の平均値が13.39

ｍｍ（10.50～14.60ｍｍ）で最も小さい個体とほぼ同じ

であった．２０日後には，雄の個体は１匹しか得られなか

ったが,この値は12.05ｍｍであった.雌でも同じ傾向が

みられ，１０日後に得た２匹の値がそれぞれ12.47と15.50

ｍｍ，２０日後のものは，16.58と18.20ｍｍ，三宅島の３７

個体の平均値が14.00ｍｍ（9.24～19.74ｍｍ）であるこ

とから，約20日後には，成長が完了すると考えられる．

その他，体幅，交接刺などの計測値も，体長と同様の

傾向であった．

虫幼虫の発育速度を観察したところ，２０Ｃでは60日目に

少数の幼虫が前感染型に発育した．２５Ｃでは15日目に腹

部で感染型幼虫が認められ，これが20日目には頭部へ移

行する．３０Ｃでは12日目に頭部へ感染型幼虫が出現し，

15日目にはほとんどのハエの頭部へ同幼虫が移行した．

５）ハエから分離した感染型幼虫を牛眼に感染させ，

10日および20日後にいずれも雌雄成虫が回収された．

６）成熟雌虫体が涙液中に産出する幼虫をミクロテラ

ジア（microthelazia）と呼ぶことを提唱する

稿を終るにあたり御協力を頂いた東北農業試験場，

長谷川勉・菊地武昭および畜産試験場，前田昭二・上野

克美・高橋敏治の各氏に深謝する．
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Inthepreviouspapers，theauthorsandcollaboratorsreportedtheresultsofepidemio‐

logicalresearchesoftheeyeworms（genusThemziα）inthecattleanditsintermediatehosts

(genusM`Scα）collectedfromendemicareasinJapan、Furthermore，itwasfoundthatthe

infectivelarvaewhichobtainedfromtheHiesundernaturalconditioncaneasilyidentified

spec1es・

ThepresentstudydealswithsusceptibilityofmaleaｎｄｆｅｍａｌｅｏｆＯｒｉｅｎｔａｌｆａｃｅＨｙ

(Ｍ`Scαルァ”）forthelazianlarvae(1)，theinHuenceoftemperaturetogrowｔｈｅｌａｒｖａｅｉｎ

ｔｈｅＨｙ(2)，anddevelopmentofinfectivelarvaeinthedefinitivehostsexperimentally(3)．

Thethelazianlarvaeusedintheexperimentalstudiesmentionedabovewerecollected

fromthematureadultwormsdissectedinsalinesolution．Thelarvaeweresuspendedwith

０．５mlofphysiologicalsalinesolutioｎｏｎｔｈｅｄｅｐｒｅｓｓｉｏｎｓｌｉｄｅａｎｄｗｅｒｅｉｎfectedtostarved

Hiesatroomtemperature・

ＴｈｅａｄｕltniesusedinthisstudywerecollectedfromthepastureinChibacityandthen

thestrainwasmaintainedinthelaboratoryunder25-27C・ＴｈｅＨｉｅｓｗｈｉｃｈｒｅａｒｅｄ２ｎｄａｎｄ

３ｒｄｇｅｎｅｒａｔｉｏｎｓｗｅｒｅｕｓｅｄｆｏｒｔｈｉｓstudy・

Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓａｒｅａｓｆｏｌｌｏｗｓ：
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1. The infection rate of thelazian larvae to flies were showed about same results in

male and female flies, and the preinfective form larvae infected to flies experimentally were

developed to infective larvae.

2. The development of larvae in the fly was affected by temperatures (Fig. 7). Under

20 C condition, the larvae did not grow to infective larvae until the 60 th day after infection.

Only a little number of sausage and slender type larvae were found in the abdomen. On the

other hand, infective larvae were found in the abdomen on 15 th day after infection at 25 C.

On the 25 th day after infection in the same temperature, all of larvae infected have developed

to infective larvae. The larvae grow more rapidly at 30 C, namely, infective larvae were

found in the heads of flies on the 12 th day after infection. The number of infective larvae

increased on 15 th day after infection. From these results, it was suggested that the 20 C

condition was inadequate for the developement of larvae in the intermediate hosts.

3. Fifty individuals of infective larvae recovered from flies were infected to each one

eye of two cattle. Four young adult worms were collected on the 10 th day and 3 mature

adults were recovered on the 20 th day after infection from the eye of the cattle (Table 2). It

was supposed that infective larvae taken from the flies complete there development in the

definitive hosts between 10 th and 20 th days after infection

4. We proposed that preinfective form larvae just oviposited from viviparous female

will be called " microthelazia ".

( 22 )




